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29 年 4 月 1 日

【施設構造等】
29 年 4 月

■ あり　（　　㎡）㎡ ） □ なし

㎡ 公園

【定員・開所日時・職員数】
0 歳児 ～ 5 歳児 ※０歳児は　 から（産休明け・生後○日・○か月等）

人 人 人 人 人 人 人

☑ あり　・□ なし

■ あり（ ） □ なし

※各種保育サービスの実施 （ 詳細は応相談 ）
⇒ □ 一時保育 □ 休日保育 □ その他　　（　　　　　　　　　　　　　　）

人 人 人 人 人 人 人 人

令和５年度　【宮前区】認可保育所等　情報提供シート

施

設

名

認可保育所
所

在

地

216-0035 宮前

明日葉保育園宮崎台園
馬絹2-2-3

044-948-7080

設置主体 株式会社　あしたばマインド 開設年月日 平成

交通手段 東急田園都市線「宮崎台」徒歩9分

外観写真・園庭写真・見取り図など

地図二次元コード施設の運営方針、保育の特徴

保育理念・・・子どもの明日を育み、今日を支える。明日葉の花言葉は、「旺盛な活動

力」。私たちは、子どもが毎日を豊かに過ごせる保育を通じて、明日をたくましく生きる

力を育みたいと考えます。そして、子どものすこやかな成長を願うご家庭や地域社会との

コミュニケーションを大切にして、よりよい今日をサポートします。

保育方針・・・子どもが、今日を最もよく生き、望ましい「明日」を創りだす力の基礎を

培う。

構造・規模 鉄筋造2階建て 築年月 平成

建物面積 415
園庭 （145.5

代替公園

送迎スペース 駐車場 □あり（　台）　・　☑なし 自転車 ☑あり（6台）
ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ

置き場 ☑あり　・　□なし

受入年齢 5か月

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

定員 6 10 11 11 11 11 60

縦割り保育の実施

開所時間

開園時間 保育標準時間 保育短時間（コアタイム）

平日 7:00 ～ 20:00 7:00 ～ 18:00 9:00～17:00

土曜日 7:00 ～ 20:00 7:00 ～ 18:00 9:00～17:00

休園日設定 日曜、祝日、年末年始(12/29～1/3)

職員数
施設長 保育士 保育補助 看護師 調理員 栄養士 事務 その他

1 17 0 1 3 2 1 0

～　裏面もご覧ください　～



【保育料】

川崎市保育料金額表による（世帯の市民税所得割相当額によって算定）

【延長保育】

【給食】
円　（☑ 主食代 ・ ☑ 副食代）

あり（□ 週ごと ・ ☑ 月ごと　） ☑ 掲示 ・ ☑ 配信

【保育料・食事代以外の費用・保護者が用意する持ち物】
家庭から持ち込む寝具類

おむつの処理

【共通】園帽子（690円）・連絡袋（280円）

　　　　保護者カードケース（110円）

【幼児】シール帳一式（623円）

【主な行事】保護者参加の行事は★印

【園との懇談会・保護者会】
☑ □ なし

☑ □ なし

【セキュリティ対策】

【その他、重要なお知らせ】特に保護者の方に伝えておきたいこと

□なし

延長保育時間 18:00 ～ 20:00
延長料金（月登録） ３０分毎に月額１，０００円

延長料金（スポット） 30分毎に500円

補食代 月額1500円

補食代（スポット） 100円／日

延長保育に関する補足事項 対象：離乳食完了期以降

補食の提供

（夕方のみ）
☑ あり　・

食事代（３～５歳児クラス） 6500

献立表の有無 提供方法

ｱﾚﾙｷﾞｰ対応 あり

昼寝用布団 貸与 バスタオル・コットカバー

おむつの用意 あり 園で処理

　　　【必須】

保護者が購入するもの・料金

　　　【任意】
【共通】おしぼり（月額880円）

保護者が購入するもの・料金
【幼児】お道具箱一式（4311円）・縄跳び（440円）

・鍵盤ハーモニカパイプ（417円）

★運動会 節分集会

持ち物等に関する補足事項

春（4月～6月） 夏（7月～9月） 秋（10月～12月） 冬（１月～３月）

ひな祭り集会

★生活発表会 ★卒園式・修了式

★入園式 ★七夕お楽しみ会 お月見集会 お正月集会

★親子遠足

あり　・ 開催頻度 ２回

こどもの日集会 交通安全教室

シート作成

責任者

職種 氏名 問合せ先　電話番号

園との懇談会 あり　・ 開催頻度 ２回

保護者会

園長 畑　玲子 044-948-7080

ホームページ https://www.ashita-ba.jp/hoiku/miyazakidai/

会費 　　　　　0　円

セコム加入・防犯カメラ2台設置

栄養士を中心とした食育。体操チーム指導による体操。外部講師を招いたリトミックを始め、2021年
度より小さな頃から国際交流を体験することで、子どもたちの世界観を広げていきたいという思いか
ら、オンラインや動画を使った異文化体験プログラム「あしたばドア」がはじまりました。また、国際交
流の中にSDGｓの要素も盛り込み、子どもたちに「世界共通でめざすものがる」という事を自然と認識
していけるように工夫しています。

このシートは、令和５年8月29日に、施設で記入したものを情報提供しています。

https://www.ashita-ba.jp/hoiku/miyazakidai/

